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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月21日(2015.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の脈波を測定する第１測定部から、前記脈波を示す第１信号を取得する第１取得部
と、
　前記第１測定部と異なる感度で前記生体の脈波を測定する第２測定部から、前記脈波を
示す第２信号を取得する第２取得部と、
　前記第１信号の第１スペクトルと前記第２信号の第２スペクトルから、前記第１測定部
と前記第２測定部との感度の比を推算する推算部と、
　前記推算部により推算された比を用いて、前記第１スペクトルと前記第２スペクトルに
含まれるノイズを相殺するように当該第１スペクトルから当該第２スペクトルを減算する
減算部と
　を備えることを特徴とする信号処理装置。
【請求項２】
　前記推算部は、予め決められた周波数帯における前記第１スペクトルの積分値と、前記
周波数帯における前記第２スペクトルの積分値との比を前記感度の比として推算する
　ことを特徴とする請求項１に記載の信号処理装置。
【請求項３】
　前記周波数帯は、前記脈波に相当する周波数帯である
　ことを特徴とする請求項２に記載の信号処理装置。
【請求項４】
　前記周波数帯は、０．５Ｈｚ以上３．５Ｈｚ以下の範囲である
　ことを特徴とする請求項３に記載の信号処理装置。
【請求項５】
　前記推算部は、前記第１スペクトルにおける所定の周波数帯のスペクトル強度と、前記
第２スペクトルにおける当該周波数帯のスペクトル強度との比を前記感度の比として推算
することを特徴とする請求項１に記載の信号処理装置。
【請求項６】
　前記推算部は、前記第１スペクトルと前記第２スペクトルのうち、いずれか一方のスペ
クトルにおける閾値以上のスペクトル強度を示す周波数帯のスペクトル強度と、他方のス
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ペクトルにおける当該周波数帯のスペクトル強度との比を前記感度の比として推算する
　ことを特徴とする請求項５に記載の信号処理装置。
【請求項７】
　前記推算部は、前記第１スペクトルと前記第２スペクトルのうち、いずれか一方のスペ
クトルにおいて強い順に選ばれたスペクトル強度を示す周波数帯のスペクトル強度と、他
方のスペクトルにおける当該周波数帯のスペクトル強度との比を前記感度の比として推算
する
　ことを特徴とする請求項５に記載の信号処理装置。
【請求項８】
　前記第１測定部と前記第２測定部との感度の比として基準となる基準値を記憶する記憶
部と、
　前記推算部により推算された比と、前記記憶部に記憶された基準値とに基づいて、前記
第１スペクトルおよび前記第２スペクトルに決められた割合を超えるノイズが含まれるか
否かを判定する判定部とを備え、
　前記減算部は、前記判定部によって前記第１スペクトルと前記第２スペクトルに前記割
合を超えるノイズが含まれないと判定された場合に、減算を行わない
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の信号処理装置。
【請求項９】
　生体の脈波を測定する第１測定部と、
　前記第１測定部と異なる感度で前記生体の脈波を測定する第２測定部と、
　請求項１から８のいずれか１項に記載の信号処理装置と
　を備えることを特徴とする脈波測定装置。
【請求項１０】
　第１取得部が、生体の脈波を測定する第１測定部から、前記脈波を示す第１信号を取得
する第１取得ステップと、
　第２取得部が、前記第１測定部と異なる感度で前記生体の脈波を測定する第２測定部か
ら、前記脈波を示す第２信号を取得する第２取得ステップと、
　推算部が、前記第１信号の第１スペクトルと前記第２信号の第２スペクトルから、前記
第１測定部と前記第２測定部との感度の比を推算する推算ステップと、
　減算部が、前記推算ステップにおいて推算された比を用いて、前記第１スペクトルと前
記第２のスペクトルに含まれるノイズを相殺するように当該第１スペクトルから当該第２
スペクトルを減算する減算ステップと
　を備える信号処理方法。


	header
	written-amendment

